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１．はじめに  

都市部の交通渋滞が周辺環境に及ぼす影響を最小限に抑え、且つ交通規制をより少なくできる方法として非開

削アンダーパス方式がある。しかし、全断面を一気に掘削する大断面シールドはマシン製作に多額の費用がかかり、

さらに低土被りの場合には地盤変状も大きくなるという問題がある。また、従来の構築法であるパイプルーフ工法

は、さらなるコスト縮減と工期短縮が求められている。 

開発した「Ｔ-アンダーパス工法(T-UPS)」（Ｔoda - Ｕnder Ｐass Ｓystem）工法は、ボックス推進と地中土留壁

とを併用したトンネル構築システムである。本工法の施工手順は、①密閉式ボックス推進機でトンネルの上部構造

体となるボックス推進管を布設、②両端部のボックス推進管から仮設の地中土留壁を構築して門形構造を形成、お

よびボックス推進管の結合③無支保工にて内部土砂を掘削した後にトンネル側壁及び底版部を場所打ち鉄筋コンク

リートで構築、④矩形トンネルの完成。 

本工法の利点は、①ボックス推進工法による分割構築により掘削マシン製作費の低減が図れること、②低土被り

下でも安全に施工できること、③地中土留壁方式によりボックス推進をトンネルの上部構造構築に限定し、コスト

縮減と工期短縮が図れることである。計画延長８０ｍ、４車線道路への適用を想定した試算では、従来のパイプル

ーフ工法に比べ、約１５％のコスト縮減と約３０％の工期短縮が図れた。 

今回、両端部のボックス推進管と仮設地中土留壁接続部は止水構造を新たに開発し、実物大の止水実験にて

0.2MPa の止水性能を実現し、止水注入をせずに接合工事が可能となった。 

２．Ｔ-アンダーパス工法の概要  

 Ｔ-アンダーパス工法は、ボックス推進管を連結して上床版を構築し、上床版の隅部および中央部のボックス推進

管の中から土留材を順次地中に圧入して地中連続壁を構築し、門型形状の土留構造体を構築する方法である。 

図-1 にＴ-アンダーパス工法による２車線道路アンダーパス構築イメージを、図-2 に基本構造図を示す。 

３．継手部止水構造の開発 

透水性の高い地山において、地下水位下から土留壁を施工する場合、止水性を確保する必要がある。通常は、止

水注入工により止水性を確保するが、止水注入工は高価であるため、土留め鋼材圧入時に止水性を確保できる特殊

エントランスパッキン（継手部止水構造）を開発することとした。 
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図-2 基本構造図 
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図-1 アンダーパス構築イメージ 
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そこで、土留材に継手付き鋼材と鋼矢板を想定して、接合部止水構造の開発を行った。 

 止水方法は、土留材をパッキンゴムで両側から挟み込んでパッキンゴムの弾性反発力を期待するものである。 

  

土留め材を直線部、Ｔ形部、嵌合部の要素に分けた要素実験を行った結果を以下に示す。 

・パッキン構造は 2段構造とし、上段を 2層構造、下段を 1層構造とする。 

・継手付き鋼材嵌合部は、先行、後行土留め材嵌合部の爪にケミガードを

厚塗りする。また、先行土留め材の隙間にはテールシールを充填し、後

行土留め材にはケミガードを充填する。（図－6） 

・嵌合部パッキンゴムの形状は、1 段目 2 段目ともフラップ形状は同じ 

とし、1 段目のパッキンゴムはフラップを付けた 5mm厚さ 4mm被り

を 2 層で使用する。2 段目のパッキンゴムは１段目と同じものを 1 層で使用する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

４．継手部止水実験の結果 

継手付き鋼材においては 3回本実験を実施し、うち 2回は圧入時に漏水せず、水槽内の水圧 0.2MPa を維持するこ

とができた。シートパイルにおいても 2回実験を実施し、2回とも圧入時に漏水せず、水槽内の水圧 0.2MPaを維持

した。 

５．おわりに 

本止水構造は、地下空間を構築する際の他工法にも応用できる技術である。また、土留材や継手の形状が本実験

の土留材や継手と異なる場合にも、ここに述べた要素実験、接合実験を行うことによって適正な止水構造を開発す

ることができると考える。 
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図－6 継手嵌合部充填材 
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図-7 パッキン構造断面 
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図-3 土留め鋼材施工図 
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図-4 止水基本構造 

図-5 実験架台 
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